




























  ⇒生産／加工・流通／販売の仕組み＋ 
   生産物・商品（マーケティング領域） 
▼消費者 
▼広報・広告の領域   
 ⇒生産者のこと・商品を消費者に広く伝える＋ 









   
 →消費者への「説明資源」の増加 
   （リアリティの増大） 
   
 →「場」やメディア（チラシなど含め）で自らの 






   
 →表示が「正しくない」という問題だけではない 
   
 →高級感、名産地、ご当地、鮮度、手作り・・・と 
  いったキーワードへの反応 
 
 ⇒消費者が食（農）をどのようにとらえているか、 




   
 →味、見た目、におい、おいしさという感覚的なも 
   の（食材・商品の良さ）に加え・・・ 
   
 →文化、知識、イメージという「情報」を食べて 
   いる（コミュニケーション手段にもなる） 
  
 ⇒だから食（農）は消費者に「どう伝えるか＝ 

















































  づくり。雰囲気の表現。 
 （青山、統一感、コミュニ 























（朝日新書 2013）  
 
⇒消費者の分裂を指摘 
地域志向・健康志向 対  
安さ志向・グローバル志向 
を指摘 
16 
■本日のまとめ 
6次産業化（の良さ）を消費者の理解へとつなげる 
ために・・・ 
 
●食（農）は「頭」で消費する 
 
●「表現」への共感が参加者との接点を拡大 
 
●その場にあった固有の「表現」づくり 
 （青山の例は青山でしか通用しない） 
 
●消費者像の捉え直しの必要性 
